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お買い上げいたださありがとラございまず。 

A 召た化 I 電気製品は安全のためのミ主意事項を守5ないと、 

I い—° 1火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミち意事項と製品の取り 
扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品 
を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつでも見5れる 
ところに必ず保管して<ださい。 


特長 

• デジタルスチルカメラ （ UTF カメラ）用の近接撮影用リングライトで 
す。 

• マク□撮影時に効果的なライティングび巧能です。 

• 均一なライティングで無影撮影びできます。 

• 2段階の光量調節びできます。 


A 警告安をのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、ま 
ちびった使いかたをずると、感電などにより人身事故になること 
びあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りくださ 
い。 

参安全のためのを意事項を守る 
参故障した5使わずに、ソニーの相談窓 □ に相談する 
参万一、異常が起きた！5 


をな音•においびした5、 〇本機の電源を切る。 

煙び出た5 >包ソニーの相談窓□に相談ずる。 


警告表示の意な _ _ 

取扱説明書では、なのような表 W をしています。表术の内容を 
よく理解してから本文をお読みください。 


陵警告 


この表示のを意事項を守5ないと、火災•感電-事故など 
により死亡や大けびなど人身事故になることがあ0まず。 

I A けゴに I この表示の注意事項を守5ないと、感電やその他の事故に 
I ル' ± 思 I よ 0 けびをしたり周辺の家財に損害をちえたりすることび 
お0ます。 


注意を促ず記号 

A 


感電 


行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止分稱禁止 



A 警告 

A 下記のま意を守 6 ないと、 ！ ^電によ 〇大けわ、 

の原因となりまず。 


分解しない 

内部には電圧の高い部分びあり、分解したりすると 
感電の原因となります。 

内部の点検や部品の交換はソニーの相談窓□にご巧 
談ください。 

点打部を人の目に近づけて点灯させない 

強力な光は目を痛める恐れびありまず。 


分解禁止 


0 

禁止 


ょく®ミお契き喜基' く P まち法などは http :// www . sony . co . jp/support 


巧い方巧談巧口 

今 

今 

左記番号へ接続を、 

つリーダイヤル . 0120 -333-0 吕〇 

携帯電話’ PHS ’一 部の IP 電話’’ 04 巨 6-31-2 已 11 

最初のガイダンスび 
流れている間に 


r 4 oij+r 井 J 

を押してください。 

直接、担当'客□へ 
おつなぞしまず。 

修理相談な口 

フリーダイヤル .0120-222-330 

携帯電話’ PHS - 一部の1 P 電話-- 0466 -3 1 -2 已 31 

※お巧記巧書’リモコン等の購入巧鼓はこち6へお問い合わせください。 

FAX (巧ほ） 0120 -333-38 曰 受け時間ち〜 金:9:0□〜20:00 ±.曰.巧:曰:日: 00-17:00 | 
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http://www.sony.co.jp/ 

この説明書は、ち紙 70% 政上の再生紙と、 
V 0 C (揮凳性有機化合物)ゼ n 植物油型ィ 
ンキを使用しています。 


電池についてのち全上のごま意 

漏液、発熱、発火、破裂などを避けるため、下記のことを必ずお守りくださ 
い。 


A 警告 


火の中にいれないでください。ショートさせたり、分解、 
加熱しないでください。 

一次電池は充電しないでください。 

指定された種類の電池を使用して<ださい。 

ちい電池と新しい電池、種類、^一力一の異なる電池は 
一緒に使わないでください。 

金属類で©、©びショートすると発熱、発火する危険びあ 


0ます。 


I A ク丰胃 I • ©と©の向さを正しく入れてください。 

I ' • >'ェ'レ、 I . 電池を使い切ったとさ、長期間使用しないとをは、取0 
出しておいて < ださい。 

• 電池の電極と本機の電池、電池蓋の電池端テ部は時々乾い 
た巧などで汚れを拭さ取ってください。 

電極や電極端テ部に皮脂などの'汚れびあると、動作時間び 
極端に短くなることびあります。 

ちし電池の液が漏れたとさは、電池ケース巧の漏れた液をよくふ 
さとってから、新しい電池をいれて<ださい。万一、液が身体や 
衣服についたときは、水でよく洗い流してください。 


主な仕様 

• 照度 約100 Lx (0.2 m H に H モード） 

• 推奨撮影距離0.0日 m 〜 0.3 m 
• 推奨電池 単4おアルカ U 乾電池に本使用）、 

単4おニッケル水素電池に本使用） 

• 電池寿命 ソニー製単4形アルカ U 乾電池 HIGH モードで約70分 

ソニー製単4形ニッケル水素電池 HIGH モードで約90分 

* 常ご靑時 （+ つ 5む、 

単4おアルカ U 乾電池は低温の場合、特に電池寿命び短 
くな0ます。 

• があ寸法 約1り X 63 X 34 mm (幅/高さ/奥行き） 

(最大突起部は除 <) 

• 質量 約90 g (電池含まず） 

• 動作温度 +5〜+40で 

• 同框 I 物 U ングライト（1)、ポーチ（1)、印刷物一式 

* 電池は同おされておりません。 

本機の仕様およびが観は改良のため予告なく変更することがあ0ますび、 
ご了承ください。 


保証書とアフターサービス 

保罰書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お買い上 
げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてくだ 
さい。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調テが悪いとをはまずチェックを 

この取扱説明書をわラー度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

ソニーの 相談窓口にご相談 < ださし、。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 

詳しくは保証書をご賣ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていた 
ださます。 

部品の保有期間について 

当社では U ングライトの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必 
要な部品）を、製造打ち切〇樓最低8年間保有しています。この部品保有期 
間を修理可能の期間とさせていただきます。保有期間び経過したあとち、 
故障箇所によっては修理可能の場合びありますので、 ソニーの 相談窓口に 
ご相談ください。 

ご相談になるとさは、次のことをお知5せください。 

• 型名： HVL-RLS 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰 


使用上のご注意 

本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません。 

• 本機はビデオカ^ラにはご使用できません。 

• 温度の低い場所で使巧する場含は、常温時 （+2 日む）に比べて点灯時 
間び短<なるなど電池の性能び低下しますので、予備の新しい電池を 
準備されることをおすすめします。ただし、低温のため性能の低下し 
た電池でち常温にをどれば性能は回復します。 

• +60で];(上になるよラな高温の場所に放置した0保管したりしなし、で 
ください。高温になると内部構造に悪影響びあります。〔特に夏季の自 
動車内での置走忘れにごま意ください。） 

• カメラに本機を取り付けたまま机の上などに置いた場合、カメラび傾 
走不安定になりますので取り扱いにごま意ください。 

• 本機をカメラに装着した状態で、本機のみを持って持ち上げないでく 
ださい。カメラび落下する恐れびあり、また故障の原因になります。 


K 障かな？と思った6 

修理にお出しになる前に、ちラー度点検してください。それでも正常に 
動作しないときは、ソニーの相談窓口にご相談ください。 


こんなとさは つす’のよラにしてぐださい。 

点灯しない •本機の POWER スイッチを一度 rOFFJ にして、 

再度 「 LOW 」 または 「 HIGH 」 にしてください。 
•電池の©、©を確認してください。 

• 電池を新しいちのに交換して < ださし、。 

•電池蓋は、確実に閉じてください。 


お手入れ 

本機をカメラか5取りはずし、柔5かい巧でか5ぶきしてください。巧 
れびひどいとさは、中性洗剤溶液を少し含ませた巧でふいてか5、ちラ 
一度か5ぶさしてください。シンナ ー 、ベンジン、アルコールなどは表 
面の仕上げを傷めますので使わないでください。 


さ部のなまえ 
















































































電池の入れかた 

電池は単4あアルカ U 乾電池2本、または単4あニッケル水素電池2本をご 
使用ください。それ(外では正南に動作しないことびありまず。 

* 単4おニッケルマンガン乾電ミ也と単4おマンガン乾電ミ也はご使用にな5 
ないで < ださい。 

1 電池蓋を開ける。 

2 電池2本を電池ケース内の表示にしたびって正し 
くいれる。 

3 電池蓋を閉じる。 



• 電池は必ず2本とち同じ種類のわのをご使用ください。 

• 電池の©©はおず確認していれてください。誤った入れかたをすると、 
点'なしません。 

• 使い切った単4あニッケル水素電池と充電した単4おニッケル水素電池 
を一緒に使用しないで < ださし、。 


取り付けかた 


取り付ける/取りはずずときに、本機びカメラ本体やレンズ部にぶつ 
か6ないようを意してください。 


レンズ部が巧動しないカメラの場合 



1 ADJUST ボタンを巧しなび！5、本機の取り付け 
アームを開<。 

2 本機の H 脚ネジを、カメラの兰脚ネジ穴に合わせ 
軽く締める。 

3 ADJUST ボタンを巧しなが!5、取り付けアー 
ム- スライドべースを動かし、本機のセンター 
マーカーとカメラのレンズの中むを合わせる。 

•本機とカメラび並行になるように調整してください。 

4 本機の H 脚ネジをしっかり締めて固定する。 

5 ADJUST ボタンを押しなが！5、本機を上下させ 
て本機の中むとカメラのレンズの中むを合わせ 
る。 


レンズ部が可動するカメラの場合 



1 カメラの電源を 「ON」 にして撮影げ態にする。 

2 ADJUST ボタンを押しなが！5、本機の取り付け 
アームを開<。 

3 本機の H 脚ネジを、カメラの兰脚ネジ穴に合わせ 
軽く締める。 

4 ADJUST ボタンを押しなが！5、取り付けアーム- 
スライドべー スを動かし、 カメラのレンズ部と接 
触しないように本機のセンターマーカーとカメラ 
のレンズの中むを合わせる。 

• 本機とカメラび並行になるよ5に調整してください。 

5 本機の兰脚ネジをしつかり締めて固定する。 

6 ADJUST ボタンを押しなが!5、本機を上下させて 
本機の中むとカメラのレンズの中むを合わせる。 

ごま意 

本機は、レンブからかしはなして取り付けてくださし、。 

本機とレンズを密着させたり、中わの巧にレンブを通しに D しないでくだ 
さい。破損の恐れびあります。 




1 カメラの電源を 「OFF」 にする。 

2 本機の H 脚ネジをゆるめ、本機を取りはずす。 

3 ADJUST ボタンを押して、取り付けアームを収納 
する。 


ごを意 

本機は、レンズか5かしはなして取り付けてください。 


ほいかた 

詳しくはお使いのカメラの取扱説明書をご覧ください。 

1 カメラの電源を 「ON」 にして撮影状態にする。 

2 カメラのフラッシュを「あ(発光禁止)」にする。 

3 カメラの AF イルミネーターを切る。 

4 本機の POWER スイッチを nowj または 
「 HIGH 」 にする。 

•本機の POWER スイッチを 「LOW」 にすると照度は約半分になりま 
すび、点灯時間は長くなります。 

.被写体および周囲の環境に合わせて、 「LOW」 または 「HIGH」 を選 
んで < ださし、。 

5 カメラをマク□撮影に設定ずる。 

6 本機を被写体に向け、撮影ずる。 

•安定した撮影のために、兰脚のご使用をおすすめします。 


I ぉ願ぃ I 

魅 ニッケル水素電池は U サイクルでさます。不要になった電池 

は、金属部にセ□八ン テープな どの絶縁 テープを 貼って充電 
こ,，,ケル 式電池リサイクル協力店へお持ちください。 

水素電池 

巧電式電池の回収-リサイクルおよびリサイクル協力店については 

有限責任中間法人 J 目 RC ホームページ 
http://www.jbrc.net/hp/contents/index.html 
を参照してください。 


ごま意 

• 電池切れによる消灯懐、 POWER スイッチを再度 「LOW」 または 
「H に H」 にすると点灯する場合びありますび、故障ではありません。 

• 力^ラのファインダーはご使用になれません。液晶画面で確認して撮影 
して < ださい。 




























































































